
4.7.2 アカウンティング機能

StatusMonitor にアカウンティング機能が搭載されました。
印刷ジョブ毎の用紙使用量やインク使用量に加えて用紙単価、インク単価、人件費などのコストパラメー
タを任意に設定することで印刷コストを表示できます。
更に、アカウンティングマネージャーのジョブ取得サービスにより、ジョブ履歴を自動取得して PCに自
動保存できます。( 最大 10,000 件。HDD非搭載モデルには管理用サーバの設置を推奨 )。取得したジョブ
履歴について、用紙、インクの使用量やコストを期間ごとに集計する機能も搭載しています。

アカウンティングの確認は以下のように行ないます。

ステータスモニタを起動します。

管理用サーバー

StatusMonitor

常時情報を取得
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HDD付

HDD無

ユーザーPC

保持可能ジョブ数 : 10件

保持可能ジョブ数: 500件

StatusMonitor

■ユーザーが随時プリンタと通信して情報を取得する場合 ■管理用サーバーを設置した場合

保持可能ジョブ数: 10,000 件

PrintMonitor（Mac）の操作画面StatusMonitor（Win）の操作画面
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アカウンティングのアイコンをクリックします。

アカウンティングマネージャーが起動してジョブ履歴と消耗品のアカウントを表示します。

特定のジョブを選択してダブルクリックで詳細情
報を確認できます。



初めて使用するときは、以下の手順で設定を行います。 

1． 用紙やインクなどの単価を設定します。 

[設定]メニューから[単価設定]を選択すると、[単価設定]ダイアログボックスが表示されます。 
ここで単価を設定します。 
 

インクの単価を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用紙の単価を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インクと用紙以外の価格を自由に設定します。 
最大で 5 件まで設定できます。 

 
 
 
 
 
 



2． 表示される単位などを設定します。 
 
[設定]メニューから[表示と単位の設定]を選択すると、[表示と単位の設定]ダイアログボック
スが表示されます。ここで表示に関する設定をします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3． ジョブを定期的に取得する場合は、定期取得の設定を行います。 
 
[設定]メニューから[定期取得設定]を選択します。 
[印刷ジョブのログを定期的に取得する]を選択します。 
[OK]ボタンをクリックしてダイアログを閉じます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上の手順により、プリンタから自動的にジョブログが取得されます。 
取得したジョブログは、お使いのコンピュータに保存されます。 
 



＜メモ＞ 
ジョブ履歴は最大で 10000 件まで保存され、これを越えた場合は古いジョブログから順に
削除されます。古いデータを保存する場合は、CSV ファイルに書き出すことをおすすめし
ます。 
 
ジョブ情報を CSV ファイルに出力する方法は以下のように行います。 
 
[ファイル]メニューから[コスト情報の書き出し]を選択し、収集したジョブの情報を CSV フ
ァイルに出力します。出力方法は、[選択しているジョブ]を選び、必要なジョブの情報を
CSV ファイルに出力する方法と、[リストに表示されているジョブ]を選び、現在リストに表
示されているジョブの情報を CSV ファイル出力する方法です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
どちらかの方法を選び、選択すると、CSV ファイルの保存場所を聞いてきますので、任意
の場所を選び、保存すれば、CSV ファイルへの書き出しは完了です。 




